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放
射
線
防
護
基
準
の
緩
和
求
め
、
科
学
的
根
拠
に
乏
し
い
論
を
次
々
と
展
開

間
違
い
だ
ら
け
の
『
読
売
新
聞
』
社
説

ま
さ
の
あ
つ
こ

『
読
売
新
聞
』
は
、
放
射
線
審
議
会
に
「
民

主
党
政
権
時
の
基
準
を
見
直
せ
」
と
求
め

る
社
説
を
今
年
2
月
9
日
に
掲
載
し
た
。

同
社
説
は
、
「
日
本
産
の
食
品
な
ど
を
輸

入
規
制
す
る
国
が
相
次
」
ぎ
、
「
住
民
が
帰

還
を
た
め
ら
う
」
一
因
が
、
民
主
党
が
政
権

時
代
に
定
め
た
放
射
線
防
護
の
基
準
が
「
国

際
基
準
と
か
け
離
れ
」
て
い
る
か
ら
だ
と

．
し
て
緩
和
を
求
め
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
根
拠
は
間
違
い
だ
ら
け
だ
っ
た
。

同
社
説
に
は
、
大
き
な
問
題
点
が
、
少

な
く
と
も
3
点
指
摘
で
き
る

第
一
に
、
飲
料
水
基
準
で
あ
る
。
『
読
売
』

は
「
飲
料
水
中
の
セ
シ
ウ
ム
量
の
基
準
値

は
、
米
国
が
1
キ
ロ
・
グ
ラ
ム
当
た
り
1

2
0
0
ベ
ク
レ
ル
、
欧
州
が
1
0
0
0
ベ

ク
レ
ル
な
の
に
対
し
て
、
日
本
は
m
ベ
ク

レ
ル
だ
」
と
し
て
、
社
論
を
展
開
し
た
が
、

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
食
品
安
全
部
基

準
審
査
課
は
、
米
国
は
食
品
全
体
、
欧
州

は
リ
キ
ッ
ド
・
フ
ー
ド
全
体
の
基
準
で
あ

り
、
「
日
本
と
横
並
び
の
見
方
は
で
き
な

い
」
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
日
本
が
採
用
し
た
1
0
ベ
ク

レ
ル
は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）

と
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
　
の
合
同
委

員
会
「
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
」
が
食
品

か
ら
受
け
る
線
量
限
度
年
1
ミ
中
シ
ー
ベ
．

写
ル
ト
を
準
用
し
て
、
食
品
1
キ
ロ
・
グ
ラ

ム
当
た
り
か
ら
換
算
し
た
も
の
だ
と
説
明

す
る
。
「
水
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
必

ず
摂
取
し
、
代
替
え
が
効
か
な
い
の
で
、

厳
し
い
低
い
値
で
管
理
す
る
必
要
が
あ

る
」
（
同
課
）
と
い
う
考
え
だ
。

第
二
に
、
「
1
0
0
ミ
リ
・
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
の
被
曝
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
な

い
」
論
で
あ
る
。

疫
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
津
田
敏
秀
・

岡
山
大
学
大
学
院
教
授
は
「
そ
れ
は
ウ
ソ
」

と
言
下
に
否
定
す
る
。
「
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
（
I
C
R
P
）
は
、
一
般
公
衆
に

お
け
る
線
量
限
度
が
年
間
1
ミ
リ
・
シ
ー

ベ
ル
ト
と
勧
告
し
て
い
る
」
と
反
論
。
「
ち

ょ
っ
と
で
も
放
射
線
の
こ
と
を
勉
強
し
て

い
る
専
門
家
は
、
1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
で
は
が
ん
は
出
る
と
思
っ
て
い

る
。
で
も
、
誰
も
口
に
出
し
て
文
句
を
言

わ
な
い
か
ら
、
政
府
も
含
め
て
、
い
つ
の

今
年
2
月
9
日
付
書
聖
売
新
聞
』
　
の
社
説
「
民
主

党
政
権
時
の
基
準
を
見
直
せ
」
　
は
、
科
学
的
に
間

違
い
の
多
い
論
説
だ
っ
た
。
（
画
像
／
編
集
部
）
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発

拷
　
警
察
時
雄
詔
へ
　
し
カ
ー
‡
宗
く
～
セ

民
主
党
政
捲
時
の
獲
蝉
を
兜
諒
せ

気
宇
寮
会
禦
会
で
幼
顔
憩
を
虜
ゑ
∴
鐙
や
率
∴
　
一
女
奪

溝
等
胡
瓜
蘇
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と
ノ
嘉
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享
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シ
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タ
～
ス
ッ
芸
を
↓
ふ
若
へ
京
、
猿
擦
∴
で
：
窒
懇
誓

間
に
か
伝
言
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
そ
ん
な
こ

と
が
ま
こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
メ
デ
ィ
ア
も
欺
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
」
と
解
説
す
る
。

第
三
に
、
今
回
の
社
説
は
そ
れ
に
加
え

て
、
I
C
R
P
が
「
2
0
ミ
リ
・
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
で
避
難
措
置
を
解
除
し
、
長
期
的

に
1
ミ
リ
・
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
指
す
と
の

考
え
方
を
示
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、

「
被
災
地
に
は
、
『
1
ミ
リ
‥
シ
ー
ベ
ル
ト

の
呪
縛
』
が
根
強
く
残
る
」
と
ま
で
論
じ

て
い
た
。
し
か
し
、
I
C
R
P
に
と
っ
て
「
2
0
ミ

リ
・
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
は
、
原
発
事
故
に

よ
る
汚
染
状
況
の
こ
と
で
あ
り
、
公
衆
に

押
し
っ
け
る
限
度
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ

て
い
る
。
津
田
教
授
が
言
う
よ
う
に
、
公

衆
の
被
曝
限
度
は
、
国
際
的
に
1
ミ
リ
・

シ
ー
ベ
ル
ト
以
外
に
は
な
い
。

実
は
、
同
社
説
は
書
き
出
し
で
「
ゼ
ロ

リ
ス
ク
を
求
め
る
放
射
線
の
基
準
は
、
科

学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
改
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
に
も
「
誰

が
ゼ
ロ
リ
ス
ク
を
求
め
て
い
る
ん
で
す
か

？
」
と
津
田
教
授
は
呆
れ
て
い
る
。
基
準

や
限
度
を
定
め
る
こ
と
自
体
が
ゼ
ロ
リ
ス

ク
と
は
相
反
す
る
が
、
そ
れ
が
分
か
ら
な

い
人
物
が
『
読
売
』
　
の
社
論
を
背
負
っ
て

い
る
の
た
。

質
問
状
へ
の
回
答
い
ま
だ
な
し

市
民
団
体
「
放
射
線
被
ば
く
を
学
習
す

る
会
」
は
、
飲
料
水
基
準
に
つ
い
て
、
欧

州
で
は
2
0
1
3
年
の
E
U
（
欧
州
連
合
）

指
令
で
放
射
性
核
種
ご
と
に
基
準
を
定

め
、
た
と
え
ば
セ
シ
ウ
ム
1
3
4
は
7
・

4
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
な
ど
の
論
拠
を
示
し

て
、
『
読
土
壁
　
の
ヶ
フ
ェ
イ
ク
社
説
〟
の
撤

回
を
求
め
て
、
公
開
質
問
状
を
計
3
回
、

4
8
1
名
の
賛
同
人
と
と
も
に
提
出
し
た

が
、
3
カ
月
以
上
経
っ
て
も
未
回
答
だ
と

い
う
。筆
者
も
問
い
合
わ
せ
て
み
た
が
、
こ
の

社
説
を
書
い
た
筆
者
も
教
え
ら
れ
な
い

し
、
文
書
で
質
問
項
目
を
郵
送
す
る
よ
う

に
と
言
う
。
そ
こ
で
指
示
通
り
に
論
拠
を

求
め
る
取
材
を
申
し
込
ん
だ
が
、
な
し
の

つ
ぶ
て
で
回
答
が
な
い
。

同
社
説
は
「
放
射
線
を
巡
る
科
学
的
根

拠
に
乏
し
い
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
流
布
さ
れ
、
福
島
の
復
興
の
足
か

せ
と
な
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
た
が
、

論
拠
を
答
え
ら
れ
な
い
社
説
を
書
い
た
の

は
、
『
読
土
壁
自
身
だ
。
販
売
部
数
日
本
一

を
誇
る
紙
メ
デ
ィ
ア
の
玲
特
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

ま
さ
の
　
あ
つ
こ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。


